
町内小中学校の情報を
毎月お届けします
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一般 児童

小説 絵本

いつ、 どこを、 どう切るのか ? 庭木

の手入れと剪定、 栽培のコツを紹介。

花木、 果樹、 緑化樹 120 種以上を取

り上げ、 「美しい樹形になる」 「病害虫

が発生しにくい」 などのポイントを解説

する。 剪定カレンダーも掲載。

『いちばんわかりやすい
　庭木の手入れと剪定』
宮内 泰之 ・ 小林 幹夫 ： 監修　　【成美堂出版】

ことわざ、 慣用句、 四字熟語、 故事

成語…。 154 のことばをイラスト化し、

意味と使い方の解説とともに紹介しま

す。 生きるうえでの大きな財産になる、

豊かなことばの世界と出会える本。

11 ぴきのねこが旅に出ました。 11

ぴきは旅先で一軒のあばら家を見つ

け、 勝手に住み家にしてしまいます。

そこに、 「このへんに、 僕のおじさんの

家があるんだが…」 というブタがやっ

てきて…。 家をめぐる珍騒動。

『11 ぴきのねことぶた』
馬場 のぼる ： 著　【こぐま社】

快挙をなしとげ、 伝説となった東新

宿高校 ・ 定時制科学部。 6 年後、 日本

屈指の進学校を退学して転入してきた

佐那は、 消滅していた 「科学部」 を再

始動。 画期的な 「ロケット」 の開発に

着手する ! 『オール讀物』 連載を単行

本化。

『コズミック ・ ガール』
伊与原 新 ： 著　【文藝春秋】

『はじめての語彙力えほん』
金田一 秀穂 ： 監修　【日本図書センター】
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大
河
原
南
小
学
校
で
は
、
「
地
域
と

と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
」
を
大
切
に

し
、
地
域
人
材
を
生
か
し
た
協
働
教
育

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
登
下
校
の
見
守

り
活
動
、
放
課
後
子
供
教
室
、
合
唱
指

導
、
太
鼓
ク
ラ
ブ
、
防
災
キ
ャ
ン
プ
な

ど
、
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
地
域

の
方
々
と
の
温
か
な
交
流
を
通
し
て
、

思
い
や
り
の
心
や
地
域
を
愛
す
る
心
が

育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
末
に
は
、
１
年
生
か
ら
３
年
生

が
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
皆
様
を
お
招
き
し
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
実
施
し
ま
し

た
。
苗
の
植
え
方
を
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
に
は
収
穫
活

動
を
予
定
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
は
、

秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
栽
培

活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
畑
の
準
備
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
地

域
の
皆
様
に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
と
学
校
が
力
を
合
わ

せ
、
本
校
教
育
目
標
に
も
あ
る
「
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
児
童
」
の
育

成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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の
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大
河
原
中
学
校
で
は
、
「
主
体
的
に
学

び
、
共
に
高
め
合
う
生
徒
の
育
成
」
を
研

究
主
題
に
掲
げ
、
教
育
活
動
の
質
的
向
上

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
の
基
盤

と
な
る
の
が
、
本
校
独
自
の
「
学
び
の
作

法
」
で
す
。

　
学
習
に
お
い
て
は
、
ま
ず
生
徒
自
ら
が

課
題
と
対た

い

じ峙
し
、
根
拠
を
持
っ
て
思
考
す

る
「
自
力
解
決
」
を
徹
底
し
ま
す
。
解
決

が
困
難
な
際
、
生
徒
は
素
直
に
「
教
え
て
」

と
仲
間
に
助
力
を
求
め
、
応
じ
る
側
も
相

手
が
心
か
ら
納
得
す
る
ま
で
粘
り
強
く
説

明
を
継
続
し
ま
す
。
こ
の
過
程
で
重
視
さ

れ
る
の
が
、
話
し
手
に
体
を
向
け
真し

ん

し摯
に

聴
く
「
傾
聴
」
の
姿
勢
で
す
。
こ
う
し
た

あ
た
た
か
な
対
話
の
積
み
重
ね
が
教
室
の

安
心
感
を
醸
成
し
、
互
い
の
知
見
を
高
め

合
う
「
協
働
的
な
学
び
」
へ
と
深
化
し
て

い
ま
す
。

　
「
一
人
一
人
が
主
人
公
で
あ
れ
」
と
い

う
指
針
の
下
、
対
話
を
通
じ
て
思
考
を
深

大
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化
さ
せ
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の

場
を
今
後
も
地
域
と
共
に
育
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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